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ご案内 オンラインを活用した認証研修について 

 

 認定社会福祉士認証・認定機構（以下「機構」）では、社会福祉士がさまざまな研修資源を活用し、無理

なく学習を重ねられるよう、基準を満たしている研修の認証を行っています。 

このたび、当機構では、認証研修の研修方法に定めていた通学課程と通信課程の枠組みをなくし、よ

り多くの社会福祉士に向けた研修の開催を可能とするため、認証研修でのオンライン活用を認めること

としました。 

当機構が認める範囲については、下表のとおり整理しましたので、社会福祉士の研修受講機会を保障

する仕組みとして、積極的にオンラインを活用した認証研修の開催をご検討ください。 

 

１． オンラインを活用した認証研修について 

 実施にあたっては、出席管理が適切に行えること、講師との対話や受講者同士のグループワークなど

双方向性を担保し、集合研修（面接授業）と同等の学習効果が得られるための工夫を行うことを前提と

しています。 

加えて、研修認証申請にあたっては、コマ毎の実施形態やオンライン

を活用することによって生じるリスク（通信トラブル等）への対応等を

申請書に記入していることが必要になります。 

申請方法等の詳細は、当機構ホームページに掲載している「研修認証

申請ガイドブック（ver.2.0）」をご確認ください。 

 

２． オンラインを活用した研修の実施形態 

実施形態 内容 備考 

ライブリアルタイム配信 
撮影している講義等をリアルタイムで配

信する形式 

・講義・演習共に認められます。 

 

オンデマンド配信 

収録した講義等のビデオを後日配信し、

受講者の都合に合わせて視聴できる形式 

（なお、後日配信には、日にちを指定して

の配信もあり得る） 

・オンデマンド配信で学習した

内容は、演習において講義内

容をふまえた討議テーマを設

定する等の工夫が必要です。 

ハイフレックス型 

集合研修（対面授業）とライブリアルタイ

ム配信のオンライン授業とを同時一体的

に行う授業形態 

・講義のみ認められます。 

 

ブレンド型 

集合研修（対面授業）とオンライン授業と

を行き来する形態。 

この場合のオンライン授業は、ライブリア

ルタイム配信の場合もあれば、オンデマン

ド配信の場合もある 

 

 

なお、2024 年 3 月末までに認証されている研修については、上記の基準を満たしていれば、有効期

限内は経過措置期間として変更届の提出は必要ありません。 

 

 

■ 問合せ先 ■ 

認定社会福祉士認証・認定機構 事務局 （担当：柏谷） 

〒160-0004東京都新宿区四谷 1-13カタオカビル 2階（公益社団法人日本社会福祉士会内） 

 TEL：03-3355-6541  FAX：03-3355-6543  E-mail：ninteicsw@jacsw.or.jp 


